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2018 年 8 月 31 日 
株式会社日立製作所 
三菱商事株式会社 

 

日立と三菱商事がパナマメトロ公社と 

モノレールシステム納入に関する基本合意書を締結 

 

 
図 1：今回納入するモノレール車両（イメージ） 

 
株式会社日立製作所(執行役社長兼 CEO：東原 敏昭／以下、日立)と、日立の鉄道システム事業に

おけるグループ会社であるアンサルド STS 社(CEO：アンディ・バー)、三菱商事株式会社(社長：垣内 
威彦／以下、三菱商事)の 3 社による企業グループは、パナマメトロ公社との間で、パナマメトロ 3 号線

におけるモノレールシステムの納入に関して基本合意書を締結しました。 
 
本合意は、パナマメトロ 3 号線事業においてモノレールシステムを納入する企業グループとなることを

パナマメトロ公社と合意したものです。土木を含む案件全体を取りまとめる主契約者が決まり次第、主契

約者とサブコントラクター契約を締結する予定です。 
日立は車両(168 両/28 編成)、アンサルド STS 社は信号・通信・変電システム、三菱商事は商務関連

を担当します。 
 
なお、本プロジェクトは、都市の交通機能の改善および気候変動対策への取り組み支援として、円借

款が国際協力機構(JICA)から供与され、貸付資金は土木工事およびモノレールシステムの調達などに

充当されます。 
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■プロジェクトの概要 

 

 

項 目 内 容 

路線 26.7km (14 駅) 

システム 車両(168 両・28 編成)、信号・通信・変電システムなど 

事業主体 パナマメトロ公社 

 

以 上 
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このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 
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